
１．これまでの取組み

図表3-1 これまでの取組みイメージ

平成28年度
空き家等実態調査

 小平市では、平成24年度に市内全域の建築物約80,000⼾を対象として、空き
家等の所在や管理状況について実態を把握することを目的に現地実態調査を実
施し、543件の空き家等を確認しました。
 また、地域住⺠から相談の寄せられた空き家等について管理台帳を作成しそ
の記録を取りながら、必要に応じて現地確認や所有者等の特定、改善要請、経
過観察等を⾏い、平成24年度から平成28年9⽉末までに226件対応を⾏ってき
ました。
 平成28年度は、「空家等対策の推進に関する特別措置法」（以下「特措
法」）が平成27年5⽉26⽇に全面施⾏されたことに伴い、特措法で定める市内
の空き家等について、今後、市として総合的かつ計画的な対策を講じていくた
めに必要な基礎資料を確保する趣旨から、平成24年度調査で確認した空き家等
と、これまでに相談の寄せられた空き家等と思われる建物について、現地実態
調査及び所有者等意向調査を実施しました。

第３章 空き家等実態調査

平成24年度調査 地域住⺠からの相談

空き家等（543件）

小平市

空き家等（226件）

現地実態調査

所有者意向調査

判
定

判
定
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空き家等実態調査

２．調査設計

（１）調査の目的

（２）調査地域

小平市内 調査対象箇所

（３）調査対象

・現地実態調査

① 平成２４年度調査で確認した空き家等
② 地域住⺠から相談の寄せられた空き家等
合計 （①＋②）

※地域住⺠から相談の寄せられた空き家等は226件であったが、
 管理台帳では同⼀敷地に複数の建物がある場合1件として
 計算していたため、建物数は239件であった。

・所有者等意向調査

現地実態調査結果から、空き家等と推定された建物所有者等に対して実施

（４）調査期間

平成28年6⽉から平成28年11⽉まで

※239件

 平成24年度調査時点での空き家等と地域住⺠から相談の寄せられた空き家等
に対し、外観目視による現地実態調査を実施し、市内に存在する空き家等の最
新の状況を把握・分析するとともに、空き家等と推定される建物所有者等に対
し意向調査を実施し、現在及び将来的に当該空き家等をどのように処遇する考
えであるかを把握することで、今後、特措法にある空家等対策計画策定やその
他の住宅施策等により良好な住環境を維持保全し、市として総合的かつ計画的
な対策を講じていくために必要な基礎資料を確保するために実施しました。

543件

782件

第３章
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空き家等実態調査

（５）調査フロー

図表3-2 調査全体フロー
現地実態調査

※現地トライアル

所有者等意向調査

現地実態調査において、調
査員により、空き家の判定
や⽼朽度の判定に差が出る
ことを防ぐため、花小⾦井
駅周辺をモデル地区とし
て、事前に調査員全員が同
じ箇所の調査を⾏い、調査
精度の統⼀を図りました。

第３章

現地調査準備 調査図作成

※現地トライアル

現地実態調査

公図より地番の特定

土地・建物謄本取得

所有者等名簿作成 固定資産課税台帳

発送先確定

空き家等の判定抽出

アンケート発送

集計分析、報告書作成

催促文発送

アンケート調査票作成

調査票作成
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空き家等実態調査

３．現地実態調査

（１）調査手法

①対象物の区分
主⽤途、構造、階数、駐⾞場有無、接道状況、前面道路幅員

②空き家等の判定
表札の有無、郵便受けの状況、電気メーターの稼働状況、
⾬⼾の状況、生活状況等から居住の有無を判断

③空き家等の現況調査
倒壊の危険性、防犯、生活環境、景観等の確認

④写真撮影

図表3-3 現地実態調査フロー

※KY活動
現地調査出発前に、作業に必要な機材、予測される事故等、
持参する資料に個人情報が含まれているか等についてＫＹ活
動を⾏い、調査員全員で事件、事故防⽌に対する認識を高め
た後、調査を⾏いました。

 調査票を⽤いた外観目視により以下の項目を調査しました。

調査票へ記載

帰
社

調査票へ記載

調査終了後

調査票へ記載

第３章

調査対象箇所へ移動

対象物の区分の調査

空き家等の判定

空き家等の現況調査

写真撮影

出発前持ち物確認

※ＫＹ活動

現地にて持ち物確認

（紛失防⽌）
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空き家等実態調査

（２）携⾏品

・ 調査図 ・ 調査票 ・ 筆記⽤具
・ 身分証明書 ・ 社員証 ・ 腕章
・ デジタルカメラ ・ メジャー（測定機器）
・ 現地調査マニュアル（緊急連絡先を含む）
・ 調査のお知らせ

（３）調査のお知らせ

第３章
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空き家等実態調査

（４）調査票

第３章
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空き家等実態調査

４．所有者等意向調査

（１）調査手法

①所有者等調査

土地登記簿
土地所有者氏名、住所、共有者持分、地目、地積

建物登記簿
建物所有者氏名、住所、共有者持分、建物番号
建物の種類（居宅、共同住宅、店舗、など）
建物の構造、階数、床面積
登記の原因および⽇付（新築年⽉⽇や増築年⽉⽇の記録）

②発送先の特定

・内部で利⽤することが可能な情報について

・内部で利⽤するに当たっての手続

・把握した情報の利⽤

 より多くの空き家等の所有者等の意向を把握する必要があることから、調査
した登記情報を基に所有者等名簿を作成し、固定資産課税情報と突合を⾏い、
納税通知先へアンケートを送付しました。
 特措法の施⾏に伴い、空き家等対策のために固定資産課税情報を市内部で利
⽤することができることとなりましたが、利⽤する情報については、次の３点
に⼗分留意の上、取り扱いました。

 利⽤可能な情報は、空き家等の所有者等の氏名、住所等、特措法の施⾏のために必要な
限度の情報に限られていること。

 空き家等担当部局が税務部局に情報の提供を求める際には、空き家等の敷地の地番など
の情報を提供するなど、照会の⽅法を事前に税務部局と調整すること。

 固定資産課税情報を空き家等担当部局が利⽤することができるのは、特措法の施⾏のた
めに必要な限度であり、例えば、空き家等に係る固定資産税の納税義務者本人等が、空き
家等の所有者であることを確認するために情報を利⽤すること等は認められるが、それ以
外の者に情報を提供することは許されていないこと。

 現地実態調査で空き家等と判定した建物について、公図より地番を特定し法
務局の登記情報から土地および建物登記簿謄本から、以下の項目を調査しまし
た。

第３章
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空き家等実態調査

③アンケート調査票

アンケート回答者、建物所有者等について

利⽤実態

空き家の要因

維持管理状況

建物の情報

質問１
質問２

質問３
質問４

その建物を使⽤しなくなった時期はいつですか
その建物を使⽤していない理由はどれにあたりますか

維持管理を⾏っていない（できない）理由はどれにあたりますか

質問５

質問６
質問７

質問10

 アンケート調査票は、以下の設問内容としました。

維持管理（清掃、草⽊の手入れなど）はどれくらいの頻度で⾏ってい
ますか

本アンケートの回答者はどなたになりますか
建物の所有者の年齢は何歳ですか

その建物を現在使⽤していますか
その建物をどのように使⽤していますか
その建物の使⽤頻度はどれくらいですか

質問11

質問８

質問９

そのほかに建物を管理・利活⽤する上で、不安に思うことや市に期待
すること、住宅施策等についてご意⾒がありましたら、ご自由にご記
入ください。

質問12

利活⽤に向けた意向
その建物は現在どのような状態ですか

質問18 その建物や土地を利活⽤しない理由はどれにあたりますか

質問13

その建物はいつごろ建築されましたか
その建物は耐震改修を⾏ったことがありますか

その建物の維持管理（清掃、草⽊の手入れなど）はどのようにしてい
ますか

質問14

質問19

質問20

氏名、住所、電話番号

自由回答

どのように利活⽤したいと考えますか
利活⽤する上で何か条件はありますか
利活⽤する上で、国や都、市にどんな⽀援を期待しますか

質問15
質問16
質問17

今後、建物が空家になった場合または空家である場合に、空家を利活
⽤する意向はありますか

所有されている建物や土地を⾏政、⺠間事業者、市⺠活動団体に貸す
ご意向はありますか

第３章
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空き家等実態調査

④アンケート発送

図表3-4 封かん内容

調査協⼒のお願い アンケート調査票（Ａ4両面印刷３枚） 返信⽤封筒

小平市指定封筒

 アンケート調査票はＡ４⽤紙両面印刷３枚とし、アンケート調査票のほか、
調査協⼒のお願い、返信⽤封筒を小平市指定の封筒を⽤いて発送しました。
 回答期限は２週間に設定しました。

第３章
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空き家等実態調査

⑤催促文発送

図表3-5 回答期限

2週間

1週間

 アンケート調査票および調査協⼒のお願い文に記載した返信期限までに回答
を得られなかった所有者等に対し、催促文を発送しました。催促文には、アン
ケート調査票、調査協⼒のお願い、返信⽤封筒を再度同封しました。
 催促文に同封したアンケート調査票の回答期限は１週間としました。

アンケート発送 返信あり

返信なし

催促文

最終期限

第３章
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（２）アンケート調査票

第３章
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空き家等実態調査

（３）調査協⼒お願い

第３章

49



空き家等実態調査

（４）催促文

第３章
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空き家等実態調査

（５）インターネットでの回答

※この専⽤入⼒フォームはSMTP送信により入⼒結果が送られるため、
 入⼒データが蓄積・格納されることはありません。

 郵送によるアンケート回収のほか、インターネットで回答ができるよう専⽤
入⼒フォームを作成し、携帯電話、スマートフォン、パソコンからの回答を受
け付けることにより、回答率の向上に努めました。

第３章
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